『団袋』所収西鶴・団水両吟半歌仙注釈稿 by 水谷, 隆之
『
団
袋
』
所
収
西
鶴
・
団
水
両
吟
半
歌
仙
注
釈
稿
水
谷
隆
之
1
濁
江
の
足
洗
ひ
け
り
都
鳥
西
鵬
2
一
盃
ま
い
れ
氷
煮
て
さ
う
団
水
3
読
飽
倦
書
は
夜
嵐
に
た
ゝ
ま
れ
て
仝
4
商
人
の
子
よ
世
の
中
の
月
鵬
5
こ
ゝ
ろ
な
く
行
は
花
野
の
小
荷
駄
馬
団
6
大
裏
屋
敷
の
残
る
秋
霜
鵬
7
す
ゝ
と
き
は
不
動
地
蔵
の
う
つ
く
し
き
団
8
蘇
生
し
て
何
は
な
す
ら
ん
鵬
9
燃
し
き
る
燈
を
か
き
た
て
よ
〳
〵
団
10
二
三
度
乳
を
あ
ま
す
小
夜
衣
鵬
11
衾
に
は
千
束
の
文
の
名
の
見
へ
て
団
12
恋
よ
り
起
る
寺
の
屋
さ
か
し
鵬
13
朝
ま
た
き
血
ひ
き
つ
ゝ
く
玉
鉾
に
団
14
無
理
な
る
神
を
い
は
ふ
秋
山
鵬
15
う
つ
れ
と
も
月
は
よ
こ
れ
ぬ
濁
酒
団
16
砧
を
し
ら
す
夷
の
風
俗
鵬
17
見
よ
か
ほ
に
よ
る
か
浮
木
の
花
一
つ
団
18
金
魚
あ
つ
ま
る
舟
の
藤
波
鵬
『
俳
諧
団
袋
』（
団
水
編
、
元
禄
四
年
正
月
刊
）
に
収
め
ら
れ
た
、
西
鶴
と
団
水
に
よ
る
両
吟
半
歌
仙
「
濁
江
の
」
の
巻
の
注
釈
で
あ
る
。
当
該
期
に
お
け
る
西
鶴
や
団
水
の
俳
諧
の
手
法
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
し
、
各
句
に
、【
語
注
】【
解
釈
】
を
施
し
た
。
西
鶴
と
団
水
は
、
前
句
全
体
の
意
味
や
情
趣
を
感
じ
取
っ
て
付
け
る
、
元
禄
当
流
の
心
付
を
前
提
と
し
た
う
え
で
、
ぬ
け
と
び
と
い
っ
た
談
林
俳
諧
由
来
の
手
法
を
発
展
さ
せ
て
用
い
、
前
句
の
「
物
」
と
付
句
の
「
物
」
と
の
間
に
客
観
的
な
意
味
の
繫
が
り
を
保
ち
つ
つ
、
常
套
的
も
し
く
は
直
接
的
な
付
合
語
が
句
の
中
に
表
出
す
る
の
を
避
け
て
疎
句
を
導
い
て
い
る
。
本
稿
は
、
西
鶴
と
団
水
が
試
み
た
、
談
林
俳
諧
と
元
禄
疎
句
俳
諧
の
接
続
の
形
跡
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
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『
俳
諧
団
袋
』（
団
水
編
、
元
禄
四
年
正
月
刊
）
に
は
、「
両
吟
」
「
夜
話
」
と
題
し
た
、
西
鶴
と
団
水
に
よ
る
両
吟
半
歌
仙
二
巻
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
当
巻
は
、
浮
世
草
子
の
創
作
を
経
て
俳
諧
活
動
を
再
開
し
た
西
鶴
の
、
元
禄
期
に
お
け
る
数
少
な
い
俳
諧
資
料
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
京
の
新
風
俳
諧
を
実
践
し
て
い
た
団
水
と
の
間
で
巻
か
れ
た
両
吟
は
、
当
時
の
西
鶴
の
俳
諧
観
や
手
法
を
知
る
う
え
で
特
に
重
要
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
そ
の
解
釈
は
な
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
ま
ず
、
半
歌
仙
「
両
吟
」
に
つ
い
て
そ
の
注
釈
を
試
み
る
。
元
禄
二
年
刊
『
誹
諧
番
匠
童
』（
和
及
著
）
に
、「
一
句
の
心
を
ひ
つ
か
ら
げ
て
心
に
味
ひ
、
其
所
に
何
に
て
も
さ
も
あ
る
べ
き
物
を
あ
ん
じ
出
し
、
我
心
に
て
作
り
て
付
ル
な
れ
ば
、
定
リ
た
る
付
合
の
道
具
覚
へ
て
益
な
し
」
と
い
う
よ
う
に
、
元
禄
俳
諧
に
お
い
て
は
、
古
来
定
ま
っ
た
付
物
に
よ
ら
な
い
、
句
全
体
の
意
味
・
情
趣
を
玩
味
し
た
う
え
で
の
、
作
者
自
身
の
新
た
な
発
想
に
よ
る
付
合
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。『
団
袋
』
の
翌
年
に
刊
行
さ
れ
た
付
合
語
集
『
俳
諧
小
傘
』（
松
春
著
、
元
禄
五
年
刊
）
も
、「
い
に
し
へ
よ
り
の
付
合
の
書
、
毛
吹
・
便
船
・
類
船
等
あ
り
。
こ
れ
に
出
る
所
の
古
き
を
用
ひ
ず
。
今
当
流
に
便
あ
る
付
心
・
詞
を
集
て
、
初
門
の
た
め
、
此
道
の
一
助
と
な
す
。
此
中
に
も
打
聞
た
る
唱
へ
の
古
き
に
似
た
る
物
稀
に
有
べ
し
。
か
な
ら
ず
し
も
そ
の
詞
を
た
ゞ
ち
に
用
ふ
る
に
は
あ
ら
ず
。
其
こ
ゝ
ろ
を
も
て
、
ぬ
け
て
付
る
の
便
也
」
と
言
い
、
新
た
な
付
合
語
を
示
す
と
と
も
に
、
語
と
語
の
固
定
的
、
限
定
的
な
関
係
に
頼
ら
な
い
句
作
り
の
重
要
性
を
強
調
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
元
禄
疎
句
俳
諧
を
意
識
し
て
巻
か
れ
た
と
思
し
い
『
団
袋
』
で
は
、
従
来
の
西
鶴
俳
諧
に
比
し
て
、
常
套
の
付
合
語
を
意
識
的
に
除
い
た
句
作
り
が
な
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
特
に
、
句
の
中
心
と
な
る
語
を
除
く
ぬ
け
の
手
法
や
、
語
と
語
の
間
に
連
想
を
重
ね
る
こ
と
で
常
套
の
付
合
語
を
句
の
表
か
ら
除
い
た
と
び
の
手
法
に
着
目
し
、
こ
れ
を
示
す
こ
と
に
つ
と
め
た
。
当
巻
に
お
い
て
、
西
鶴
と
団
水
は
、
前
句
全
体
と
の
意
味
や
情
趣
の
調
和
を
は
か
る
付
け
方
、
す
な
わ
ち
元
禄
当
流
の
心
付
を
前
提
と
し
た
う
え
で
、
連
想
の
飛
躍
に
よ
っ
て
「
さ
も
あ
る
べ
き
物
」
（『
誹
諧
番
匠
童
』）
を
案
じ
出
し
、
疎
句
を
成
立
さ
せ
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
直
接
的
な
付
合
を
避
け
る
た
め
連
想
を
重
ね
、
そ
れ
に
よ
り
詞
の
選
択
肢
が
拡
が
っ
て
、
前
句
と
の
付
け
肌
の
調
和
を
よ
り
自
由
に
模
索
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
い
う
の
が
実
際
の
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
か
。
な
お
、
以
上
の
手
法
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
拙
稿
「『
団
袋
』
の
西
鶴
｜
団
水
と
の
両
吟
半
歌
仙
に
つ
い
て
｜
」（『
国
語
と
国
文
学
』
八
六
巻
七
号
、
二
〇
〇
九
年
七
月
）
に
論
じ
た
。
（
凡
例
）
・
底
本
に
は
、
東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
洒
竹
文
庫
本
（
洒
二
一
二
一
）
を
用
い
た
。
230
・『
団
袋
』
本
文
は
、
底
本
通
り
に
翻
刻
し
た
。【
語
注
】【
解
釈
】
に
お
い
て
は
、
資
料
引
用
に
あ
た
り
、
旧
字
体
の
漢
字
や
略
字
・
異
体
字
な
ど
は
原
則
と
し
て
現
行
の
字
体
に
改
め
、
ル
ビ
を
省
略
し
、
私
に
句
読
点
を
施
し
た
。
・
句
の
上
に
句
番
号
を
付
け
、
該
当
す
る
句
の
句
番
号
の
右
横
に
ウ
（
裏
）
の
略
号
を
付
し
た
。
・【
解
釈
】
で
は
、
一
句
の
意
味
内
容
、
前
句
と
の
付
合
を
中
心
に
説
明
し
た
。
付
合
に
つ
い
て
は
特
に
、
ぬ
け
と
び
と
い
っ
た
方
法
に
着
目
し
、
句
の
表
に
現
れ
な
い
語
を
示
す
こ
と
に
つ
と
め
、
付
合
語
の
連
想
関
係
を
矢
印
（
↓
）
を
も
っ
て
示
し
、
こ
れ
を
ゴ
チ
ッ
ク
で
表
示
し
た
。
「
両
吟
」
1
濁
江
の
足
洗
ひ
け
り
都
鳥
西
鵬
冬
（
都
鳥
）。
【
語
注
】
濁
江
水
の
濁
っ
た
入
江
。
こ
こ
は
大
坂
を
い
う
。「
江
｜
難
波
」
（『
類
船
集
』）。
足
洗
ひ
け
り
（
大
坂
か
ら
）
抜
け
出
し
た
。
前
田
金
五
郎
氏
は
、
「
足
洗
い
」
の
語
義
の
変
遷
を
た
ど
り
、「
室
町
末
期
で
は
、
田
舎
の
農
民
が
都
会
に
出
て
武
士
と
立
身
出
世
す
る
こ
と
で
あ
り
、
近
世
前
期
で
は
、
農
民
に
限
ら
ず
、
一
般
に
卑
し
い
身
分
か
ら
抜
け
出
し
て
、
よ
り
以
上
の
階
層
ま
た
は
境
遇
に
な
る
こ
と
で
あ
っ
た
」
と
す
る
（「
近
世
前
期
語
の
源
流
」『
言
語
と
文
芸
』
六
五
、
一
九
六
九
年
七
月
、
の
ち
、『
西
鶴
語
彙
新
考
』
一
九
九
三
年
一
月
、
勉
誠
社
所
収
）。
難
波
が
葦
の
名
所
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
葦
」
と
「
足
」
を
掛
け
る
。「
難
波
潟
短
き
葦
の
ふ
し
の
間
も
逢
は
で
こ
の
世
を
す
ぐ
し
て
よ
と
や
」（
新
古
今
集
・
恋
一
・
一
〇
四
九
・
伊
勢
）
な
ど
。
都
鳥
こ
こ
は
都
人
の
比
喩
。
大
坂
か
ら
京
に
移
住
し
た
団
水
を
「
都
鳥
」
に
見
立
て
、
そ
の
活
躍
の
さ
ま
を
言
祝
い
だ
。「
堀
江
の
川
の
水
ぎ
は
に
。
来
ゐ
つ
ゝ
鳴
く
は
都
鳥
。
そ
れ
は
難
波
江
是
は
又
隅
田
川
の
東
ま
で
」（
謡
曲
「
隅
田
川
」）、「
京
｜
都
鳥
」（『
類
船
集
』）
等
を
踏
ま
え
た
表
現
。
な
お
、「
中
冬
…
都
鳥
」（『
毛
吹
草
』）
は
季
語
、
冬
と
し
、
西
鶴
も
、「
都
鳥
か
も
め
の
事
也
。
冬
也
。
角
田
川
に
多
鳥
也
」（『
俳
諧
之
口
伝
』
西
鶴
著
、
延
宝
五
年
奥
）
と
す
る
が
、『
御
傘
』『
増
山
井
』
な
ど
は
非
季
の
詞
と
す
る
。
西
鵬
綱
吉
の
息
女
・
鶴
姫
の
諱
を
避
け
る
よ
う
、
市
中
の
鶴
屋
の
家
名
と
鶴
紋
の
使
用
が
禁
じ
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
西
鶴
が
一
時
的
に
改
号
し
た
も
の
。『
徳
川
実
紀
』
元
禄
元
年
二
月
朔
日
の
項
に
、
「
け
ふ
市
井
に
て
、
鶴
屋
と
い
う
家
名
を
停
禁
せ
し
め
ら
れ
、
は
た
其
他
の
雑
具
に
も
、
鶴
の
紋
ほ
ど
こ
す
べ
か
ら
ず
と
令
せ
ら
る
」
と
あ
る
。
こ
の
禁
令
に
つ
い
て
、
野
間
光
辰
氏
『
補
西
鶴
年
譜
考
証
』（
一
九
八
三
年
一
一
月
、
中
央
公
論
社
）
は
、「
西
鶴
が
一
時
西
鵬
と
改
号
し
た
の
は
、
元
禄
元
年
十
一
月
刊
行
の
『
新
可
笑
記
』
か
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ら
元
禄
四
年
三
月
刊
行
の
『
百
人
一
句
』
に
至
る
間
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
西
鵬
改
号
が
全
く
こ
の
法
度
に
よ
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
の
発
令
は
当
然
元
禄
元
年
十
一
月
以
前
の
こ
と
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
『
徳
川
実
紀
』
に
元
禄
元
年
二
月
朔
日
の
令
を
し
た
の
は
、
実
は
最
初
の
発
令
で
あ
っ
て
、
そ
の
後
元
禄
三
年
二
月
朔
日
重
ね
て
令
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
推
定
す
る
。
【
解
釈
】
濁
江
（
大
坂
）
か
ら
足
を
洗
い
、
こ
の
新
し
い
地
（
京
）
に
や
っ
て
来
た
こ
と
だ
、
都
鳥
よ
、
の
意
。「
濁
江
」
す
な
わ
ち
大
坂
か
ら
京
に
移
住
し
た
団
水
を
「
都
鳥
」
に
見
立
て
、
そ
の
活
躍
を
喜
ん
だ
。
本
書
に
寄
せ
た
西
鶴
序
文
に
は
、「
ふ
る
さ
と
難
波
に
て
ふ
か
ふ
か
た
り
し
其
ひ
と
り
、
住
所
こ
ゝ
に
極
め
て
、
都
は
水
の
き
よ
く
俳
の
流
れ
の
絶
ず
…
」
と
あ
り
、
当
句
は
こ
れ
に
対
応
す
る
。
俳
言
は
「
足
洗
ふ
」。
な
お
、
団
水
の
京
へ
の
移
住
は
貞
享
四
年
中
の
こ
と
と
推
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
た
び
の
西
鶴
の
上
京
（
元
禄
三
年
十
二
月
）
は
、
元
禄
三
年
九
月
下
旬
、
京
の
俳
諧
師
加
賀
田
可
休
が
匿
名
で
出
版
し
た
『
物
見
車
』
へ
の
反
駁
の
た
め
と
み
ら
れ
る
（
野
間
氏
『
補
西
鶴
年
譜
考
証
』）。
団
水
は
既
に
『
特
牛
』（
元
禄
三
年
十
月
十
四
日
自
跋
）
を
刊
行
し
て
い
た
が
、
西
鶴
か
ら
の
反
駁
は
、
翌
元
禄
四
年
八
月
刊
『
俳
諧
石
車
』
を
待
つ
こ
と
に
な
る
。
な
お
、
『
特
牛
』
と
『
石
車
』
に
関
し
て
は
、
拙
稿
「
元
禄
初
期
の
西
鶴
と
団
水
｜
『
特
牛
』
を
中
心
に
｜
」（『
国
語
と
国
文
学
』
八
三
巻
九
号
、
二
〇
〇
六
年
九
月
）
に
論
じ
た
。
2
一
盃
ま
い
れ
氷
煮ニ
て
さ
う
団
水
冬
（
氷
）。
【
語
注
】
氷
煮
割
っ
た
氷
で
茶
を
煮
て
賓
客
を
も
て
な
し
た
王
休
の
故
事
に
よ
る
。「
敲
氷
煮
茗
…
逸
人
王
休
居
大
白
山
下
、
日
與
僧
道
異
人
往
還
、
毎
至
冬
時
取
渓
氷
、
敲
其
精
瑩
者
煮
建
茶
、
共
賓
客
飲
之
」（『
開
元
天
宝
遺
事
』、
そ
の
他
『
書
言
故
事
大
全
』
等
）。
参
考
「
敲
出
し
又
茶
を
煮
出
す
氷
か
な
貞
室
」（『
玉
海
集
』
明
暦
二
年
刊
題
「
氷
」）。
【
解
釈
】
一
盃
召
し
上
が
っ
て
く
だ
さ
い
、
氷
を
敲
き
出
し
て
こ
こ
に
茶
を
煮
て
ご
ざ
い
ま
す
、
の
意
。「
都
鳥
」
↓
（
水
鳥
）
↓
「
氷
」（「
水
鳥
｜
氷
」『
類
船
集
』）、
あ
る
い
は
、「
濁
江
」
↓
（
水
）
↓
「
氷
」
（
参
考
「
濁
江
も
凍
は
白
し
水
の
花
一
口
」『
其
袋
』
元
禄
二
年
刊
題
「
凍
」）
と
い
っ
た
連
想
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、「
氷
」
か
ら
「
敲
氷
煮
茗
」
の
故
事
を
導
き
、「
茗
（
茶
）」
の
語
を
ぬ
い
た
。
氷
を
敲
い
て
茶
を
煮
て
客
を
も
て
な
し
た
「
敲
氷
煮
茗
」
の
王
休
で
は
な
い
が
と
言
い
つ
つ
、
清
貧
の
交
わ
り
を
き
ど
り
、
大
坂
か
ら
の
賓
客
（
西
鶴
）
に
挨
拶
を
返
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
西
鶴
が
下
戸
で
あ
っ
た
こ
と
は
、「「
南
都
諸
白
」
と
書
付
た
る
一
樽
、
は
る
〴
〵
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お
く
ら
れ
け
れ
ど
、
我
下
戸
な
れ
ば
さ
の
み
嬉
し
か
ら
ず
」（『
西
鶴
名
残
の
友
』
元
禄
十
二
年
刊
巻
四
の
五
）
や
、「（
稿
者
注：
西
鶴
は
）
下
戸
な
れ
ば
飲
酒
の
苦
を
の
が
れ
て
、
美
食
を
貯
て
人
に
喰
せ
て
楽
む
」（『
こ
こ
ろ
葉
』
団
水
編
、
宝
永
二
年
刊
）
な
ど
に
知
ら
れ
る
。
俳
言
は
「
一
盃
」「
氷
煮
」。
3
読
飽
倦
ア
グ
ム
書
は
夜
嵐
に
た
ゝ
ま
れ
て
仝
雑
。
【
語
注
】
飽
倦
ア
グ
ム
も
て
あ
ま
し
て
、
う
ん
ざ
り
す
る
。「
案
倦
ア
グ
ム
又
作
飽
倦
」
（『
書
言
字
考
節
用
集
』）。
夜
嵐
夜
に
吹
く
嵐
。
さ
よ
あ
ら
し
。
【
解
釈
】
難
し
い
書
物
を
読
む
の
に
う
ん
ざ
り
し
て
い
る
と
、
そ
の
本
が
夜
嵐
の
せ
い
で
閉
じ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
、
の
意
。「
一
天
名
月
晒
銀
沙
／
童
子
敲
氷
夜
煮
茶
／
座
久
忽
聞
庭
竹
折
／
老
僧
持
咒
保
梅
華
」（『
錦
繡
段
』「
雪
夜
訪
僧
」
元
唐
卿
）
に
拠
る
。
ま
た
、『
類
船
集
』「
童
子
」
の
項
は
、「「
童
子
敲
氷
夜
煮
茶
」
と
「
錦
繡
段
」
に
有
」
と
し
た
う
え
で
、「
寺
院
の
和
尚
上
人
の
そ
ば
に
つ
か
は
る
る
児
や
う
の
も
の
な
れ
ば
手
習
読
書
の
わ
ざ
な
る
べ
し
」
と
記
す
。
す
な
わ
ち
当
句
は
、「
氷
煮
」
↓
（
寺
の
童
子
）
↓
「
読
書
」
の
連
想
を
働
か
せ
た
、「
寺
の
童
子
」
の
ぬ
け
句
で
あ
る
。「（
老
僧
に
仕
え
る
中
国
の
）
寺
の
童
子
」
を
句
の
表
か
ら
除
く
こ
と
で
、
同
じ
く
「
敲
氷
煮
茗
（
茶
）」
を
付
合
に
用
い
た
打
越
｜
前
句
へ
の
さ
わ
り
を
逃
れ
つ
つ
、「
読
飽
倦
書
」
と
の
漢
語
を
付
け
て
「
氷
煮
」
へ
の
移
り
を
良
く
し
た
。「
氷
」
↓
「
嵐
」（「
風
｜
氷
解
」『
類
船
集
』）
を
あ
し
ら
う
。
俳
言
は
「
読
飽
倦
書
」。
4
商
人
の
子
よ
世
の
中
の
月
鵬
秋
（
月
）。
【
解
釈
】
商
人
の
子
よ
、
や
め
て
し
ま
っ
た
読
書
を
続
け
ろ
と
で
も
言
う
か
の
よ
う
に
、
月
が
世
の
中
を
明
る
く
照
ら
し
て
い
る
よ
、
の
意
。
前
句
の
読
書
を
、「
商
人
の
子
」
の
こ
と
に
見
か
え
て
、
四
句
目
ら
し
く
軽
く
付
け
た
。
月
明
か
り
の
下
で
学
問
を
し
た
江
泌
の
故
事
（
斉
書
、
江
泌
伝
）
に
よ
り
、「
読
書
」
↓
「
月
」
と
す
る
（
参
考
『
類
船
集
』
「
月
」
の
項
「
南
斉
江
泌
、
少
時
、
力
学
、
家
貧
油
不
能
常
継
、
毎
夕
随
月
読
書
、
及
月
斜
乃
升
屋
、
以
尽
其
余
光
云
々
」）。
前
句
の
、
夜
嵐
の
せ
い
で
書
物
が
閉
じ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
子
供
の
言
い
訳
に
対
し
、
月
の
光
が
明
る
く
照
ら
し
て
い
る
よ
、
と
返
す
。
漢
詩
を
踏
ま
え
た
前
句
に
、
漢
故
事
で
応
じ
た
も
の
。
月
は
定
座
か
ら
一
句
引
き
上
げ
ら
れ
る
。
5
こ
ゝ
ろ
な
く
行
は
花
野
の
小コ
荷ン
駄
馬
団
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秋
（
花
野
）。
【
語
注
】
こ
ゝ
ろ
な
く
情
趣
を
解
す
る
こ
こ
ろ
が
な
く
。
風
流
心
が
な
く
。
「
心
な
き
身
に
も
あ
は
れ
は
知
ら
れ
け
り
鴫
た
つ
沢
の
秋
の
夕
暮
れ
」（
新
古
今
集
・
秋
上
・
三
六
二
・
西
行
）。
花
野
花
の
咲
い
て
い
る
野
。
秋
の
花
に
つ
い
て
い
う
こ
と
が
多
い
。「
非
正
花
。
秋
の
草
花
也
。
薄
・
萩
な
ど
同
意
也
。
不
可
付
」
（『
御
傘
』）。「
中
秋
花
野
」（『
毛
吹
草
』）。
小
荷
駄
馬
わ
ず
か
の
荷
を
つ
け
て
い
る
馬
。
道
中
の
も
の
に
も
市
中
の
も
の
に
も
い
う
。「
こ
に
だ
」「
こ
ん
だ
」
と
も
。
【
解
釈
】
情
趣
を
解
す
る
こ
こ
ろ
も
な
く
、
美
し
く
色
づ
い
て
い
る
花
野
に
目
も
く
れ
な
い
で
通
り
過
ぎ
て
行
く
こ
と
だ
、
あ
の
小
荷
駄
馬
は
、
の
意
。「
商
人
」
に
「
小
荷
駄
馬
」
の
付
筋
に
よ
る
が
、
疎
句
付
で
あ
る
。
月
の
光
が
秋
の
花
野
を
美
し
く
照
ら
す
な
か
、
普
通
な
ら
馬
か
ら
降
り
て
そ
れ
を
愛
で
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
ん
な
風
流
心
な
ど
持
ち
合
わ
せ
ず
先
を
急
ぎ
通
り
過
ぎ
て
い
く
、
商
人
の
子
の
実
直
な
さ
ま
を
詠
ん
だ
。
俳
言
は
「
小
荷
駄
馬
」。
参
考
「
馬
道
も
下
り
て
引
す
る
花
野
か
な
探
泉
」（『
雑
談
集
』
元
禄
四
年
刊
）。
参
考
「
け
ふ
は
安
居
の
方
に
い
そ
ぐ
べ
き
を
、
此
地
の
人
々
に
と
ど
め
ら
れ
て
／
馬
か
ら
は
落
ね
ど
一
夜
花
野
哉
支
考
」（『
山
琴
集
』
正
徳
四
年
刊
）。
6
大
裏
屋
敷
の
残
る
秋
霜
鵬
秋
（
秋
霜
）。
【
語
注
】
大
裏
屋
敷
内
裏
屋
敷
。
こ
こ
は
、
一
ノ
谷
、
安
徳
天
皇
の
内
裏
屋
敷
を
指
す
か
。
西
鶴
は
、『
一
目
玉
鉾
』（
元
禄
二
年
刊
）
巻
四
に
、
「
○
鐘
掛
松
○
一
の
谷
○
ひ
よ
と
り
越
逆
落
し
源
よ
し
つ
ね
一
戦
の
跡
今
に
あ
り
○
平
家
内
裏
屋
敷
有
」
と
記
し
て
い
る
。
『
摂
津
名
所
図
会
』（
寛
政
六
年
序
、
同
八
｜
十
年
刊
）
巻
八
下
は
、
「
一
谷
西
須
磨
の
村
は
づ
れ
よ
り
壱
町
余
り
西
に
あ
り
。
谷
の
広
二
十
間
計
、
高
さ
十
二
間
（
中
略
）
秋
来
ぬ
れ
は
柳
散
か
ゝ
り
て
波
間
に
ゆ
ら
れ
漂
ふ
け
し
き
、
平
氏
八
嶋
の
浦
へ
落
足
し
て
船
は
し
る
俤
。
冬
は
霜
の
剣
す
る
ど
く
、
こ
か
ら
し
に
吹
ま
じ
る
玉
あ
ら
れ
」
と
記
す
。
な
お
、
西
鶴
に
「
内
裏
」
を
「
大
裏
」
と
表
記
し
た
例
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
団
水
に
は
、「
大
裏
を
守
護
し
奉
れ
ば
」（『
正
月
揃
』
貞
享
五
年
刊
巻
一
の
一
）
の
用
例
が
み
ら
れ
る
。『
団
袋
』
は
団
水
自
筆
。
秋
霜
秋
に
置
く
霜
。
早
霜
。
ま
た
、
剣
の
異
名
。
【
解
釈
】
内
裏
屋
敷
に
は
、
今
で
は
秋
霜
だ
け
が
残
っ
て
い
る
、
の
意
。「
花
野
」
に
「
秋
霜
」
を
同
季
で
あ
し
ら
っ
た
景
気
の
句
。「
大
裏
屋
敷
」
の
指
す
と
こ
ろ
は
分
か
り
に
く
い
が
、「
花
野
」
↓
（
鹿
↓
一
ノ
谷
）
↓
「
内
裏
屋
敷
」
の
連
想
か
（「
花
野
｜
鹿
」「
鹿
｜
一
ノ
谷
」「
内
234
裏
｜
一
ノ
谷
」、
以
上
『
類
船
集
』）。
と
す
れ
ば
、「
大
裏
屋
敷
」
は
源
平
の
古
戦
場
一
ノ
谷
に
あ
る
、
安
徳
天
皇
の
内
裏
屋
敷
と
な
る
。
貞
享
五
年
に
同
地
を
訪
れ
た
芭
蕉
も
、「
鉢
伏
の
ぞ
き
・
逆
落
な
ど
、
お
そ
ろ
し
き
名
の
み
て
、
鐘
懸
松
よ
り
見
下
に
、
一
ノ
谷
内
裏
や
し
き
、
め
の
下
に
見
ゆ
。
其
代
の
み
だ
れ
、
其
時
の
さ
は
ぎ
、
さ
な
が
ら
心
に
う
か
び
、
俤
に
つ
ど
ひ
て
（
中
略
）
千
歳
の
か
な
し
び
此
浦
に
と
ゞ
ま
り
、
素
波
の
音
に
さ
へ
愁
多
く
侍
る
ぞ
や
」（『
笈
の
小
文
』
宝
永
六
年
刊
）
と
、
昔
の
合
戦
を
偲
ん
で
愁
い
を
述
べ
て
い
る
。
義
経
の
勇
ま
し
い
鵯
越
の
さ
か
落
し
は
遠
い
昔
、
今
と
な
っ
て
は
、
秋
の
花
野
を
と
ぼ
と
ぼ
と
通
り
過
ぎ
て
行
く
小
荷
駄
馬
と
、
霜
の
剣
ば
か
り
を
残
す
内
裏
屋
敷
の
情
景
が
、
寂
し
く
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
俳
言
は
「
大
裏
屋
敷
」。
ウ7
す
ゝ
と
き
は
不
動
地
蔵
の
う
つ
く
し
き
団
雑
。
【
語
注
】
す
ゝ
ど
し
行
動
的
で
あ
る
さ
ま
。
果
敢
な
。
不
動
明
王
を
「
す
す
ど
し
」
と
す
る
形
容
は
、「
河
豚
魚
喰フ
比
は
す
ゝ
ど
き
風
の
色
淵
瀬
／
戸
帳
一
重
を
隔
つ
明
王
団
水
」（『
く
や
み
草
』
団
水
編
、
元
禄
六
年
刊
）
に
も
み
ら
れ
る
。
【
解
釈
】
（
秋
霜
を
帯
び
て
い
る
の
は
同
じ
で
あ
っ
て
も
）
不
動
明
王
は
果
敢
で
烈
し
く
、
地
蔵
菩
薩
の
ほ
う
は
や
は
り
麗
し
い
こ
と
だ
、
の
意
。
「
秋
霜
」
↓
（
剣
）
↓
「
不
動
」
の
連
想
に
よ
る
（「
つ
る
ぎ
ト
ア
ラ
バ
…
秋
の
霜
」『
連
珠
合
壁
集
』、「
剣
｜
不
動
」『
類
船
集
』）。
「
剣
」
な
ら
ぬ
「
秋
霜
」
を
同
じ
く
帯
び
た
不
動
明
王
と
地
蔵
菩
薩
と
を
、「
剣
」
の
語
を
ぬ
い
て
対
照
し
、
そ
の
烈
し
さ
と
麗
し
さ
と
を
新
た
に
際
立
た
せ
た
と
こ
ろ
が
作
意
。
折
の
裏
に
移
り
釈
教
句
を
出
し
た
。
俳
言
は
「
不
動
」「
地
蔵
」。
参
考
「
甲
斐
山
中
に
さ
ま
よ
ひ
け
る
夜
、
宿
か
り
ぬ
べ
き
か
た
も
な
く
て
／
刀
さ
げ
て
あ
や
し
き
霜
の
地
蔵
哉
破
笠
」（『
続
虚
栗
』
貞
享
四
年
刊
）。
参
考
「
餓
鬼
に
不
動
の
け
し
き
あ
き
れ
し
／
巷
な
る
地
蔵
姿
の
や
さ
し
き
に
」
（『
東
日
記
』
延
宝
九
年
刊
）。
８
蘇
生
ヨミカヘリ
し
て
何
は
な
す
ら
ん
鵬
雑
。
【
語
注
】
蘇
生
生
き
返
る
こ
と
。「
尼
い
き
か
へ
り
侍
り
て
、
語
り
け
る
は
、『
不
動
地
蔵
の
、
我
ふ
た
つ
の
手
を
ひ
き
て
、
冥
土
よ
り
返
し
給
ふ
に
侍
る
』
と
ぞ
申
さ
れ
け
る
」（『
撰
集
抄
』
巻
九
第
三
「
安
養
尼
之
事
」）。「
な
ほ
物
い
ふ
こ
と
も
せ
ず
、
よ
み
帰
り
の
ご
と
く
に
て
、
十
四
五
ば
か
り
ま
で
は
、
い
き
て
あ
り
し
」（『
古
今
著
聞
集
』
十
七
）。
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【
解
釈
】
（
不
動
明
王
や
地
蔵
菩
薩
の
様
子
を
語
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
）
蘇
生
し
た
あ
の
人
は
、
い
っ
た
い
何
を
話
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
、
の
意
。「
地
蔵
」
↓
（
六
道
）
↓
「
蘇
生
」
と
い
っ
た
連
想
も
指
摘
で
き
る
が
（「
地
蔵
｜
六
道
」『
類
船
集
』、「
六
道
｜
蘇
生
ヨミガヘリ
」『
小
傘
』）、
地
蔵
菩
薩
や
不
動
明
王
の
種
々
の
霊
験
譚
を
念
頭
に
お
い
て
「
蘇
生
」
を
出
し
た
と
見
て
も
よ
い
。
不
動
明
王
と
地
蔵
菩
薩
と
に
よ
る
蘇
生
譚
と
し
て
は
、『
撰
集
抄
』
巻
九
第
三
、
修
学
院
の
勝
算
僧
正
の
加
持
に
よ
る
、
恵
心
の
妹
安
養
尼
の
蘇
生
が
知
ら
れ
る
。
な
お
、
西
鶴
は
貞
享
四
年
、
大
坂
河
内
屋
善
兵
衛
版
『
西
行
撰
集
抄
』
に
自
筆
挿
絵
を
提
供
し
て
い
る
。
俳
言
は
「
蘇
生
」。
前
句
を
蘇
生
し
た
人
の
言
葉
と
み
な
し
て
付
け
た
遣
句
体
で
あ
る
。
９
燃
し
き
る
燈ヒ
を
か
き
た
て
よ
〳
〵
団
雑
。
【
語
注
】
か
き
た
つ
灯
心
を
掻
い
て
火
勢
を
強
く
す
る
。
【
解
釈
】
（
蘇
生
し
た
人
の
話
を
も
っ
と
よ
く
聞
こ
う
）
燃
え
し
き
る
灯
を
ど
ん
ど
ん
か
き
た
て
な
さ
い
、
の
意
。
灯
の
も
と
の
夜
話
と
み
て
、
「
は
な
す
」
↓
（
伽
）
↓
「
燈
」
な
ど
の
連
想
を
働
か
せ
た
か
（
参
考
「
咄
｜
伽
」『
類
船
集
』、「
伽
｜
燈
」『
小
傘
』）。「
蘇
生
」
し
た
人
の
「
は
な
し
」
に
よ
っ
て
動
き
だ
す
様
々
な
人
間
模
様
は
、
西
鶴
の
浮
世
草
子
に
多
々
描
か
れ
た
と
こ
ろ
（『
西
鶴
諸
国
は
な
し
』
巻
三
の
二
、『
懐
硯
』
巻
二
の
一
、『
新
可
笑
記
』
巻
二
の
六
な
ど
）。
灯
心
を
か
き
た
て
て
、
そ
の
「
は
な
し
」
に
注
目
す
る
人
物
を
付
け
た
の
も
頷
け
る
。
10
二
三
度
乳
を
あ
ま
す
小
夜
衣キヌ
鵬
雑
、
恋
（
小
夜
衣
）。
【
語
注
】
乳
を
あ
ま
す
幼
児
が
飲
ん
だ
乳
を
は
く
。「
見
吐
（
チ
ヲ
ア
マ
ス
）
…
小
児
嘔
乳
也
﹇
病
源
論
、
和
名
﹈」（『
書
言
字
考
節
用
集
』）。
「
見
吐
…
病
原
論
云
（
中
略
）
小
児
由
哺
乳
冷
熱
不
調
所
致
也
」
（『
和
名
類
聚
抄
』）。「
な
だ
れ
…
お
さ
な
い
子
の
乳
を
あ
ま
し
て
衣
裳
を
け
が
し
た
る
こ
そ
い
と
お
し
き
物
ぞ
」（『
類
船
集
』）。「
生
れ
出
る
か
ら
き
り
き
り
す
鳴
旨
恕
／
乳
あ
ま
し
て
草
の
袂
に
秋
の
霜
西
鶴
」（『
わ
た
し
船
』
延
宝
七
年
序
）。
小
夜
衣
身
を
お
お
う
夜
具
。
ま
た
、「
さ
ら
ぬ
だ
に
重
き
が
上
の
さ
よ
衣
わ
が
つ
ま
な
ら
ぬ
つ
ま
な
重
ね
そ
」（
新
古
今
釈
教
・
一
九
六
三
・
寂
然
）
の
歌
か
ら
、
人
妻
が
夫
以
外
の
男
を
拒
む
場
合
に
用
い
る
語
。『
太
平
記
』
二
一
で
は
、
塩
冶
判
官
高
貞
の
妻
・
顔
世
御
前
が
、
こ
の
歌
に
よ
っ
て
高
師
直
の
横
恋
慕
を
拒
絶
す
る
。「
こ
れ
は
新
古
今
の
十
重
第
三
戒
の
歌
に
、『
さ
な
き
だ
に
重
き
が
上
の
236
小
夜
衣
我
が
妻
な
ら
ぬ
妻
な
重
ね
そ
』
と
候
ふ
。
そ
の
意
に
て
候
ふ
な
り
」（『
太
平
記
』
二
一
）。
【
解
釈
】
二
度
も
三
度
も
い
と
し
い
乳
呑
児
が
乳
を
吐
く
こ
と
だ
、
こ
の
夜
着
の
う
え
に
、
の
意
。「
燈ヒ
（
火
）」
↓
（
寒
気
）
↓
「
病
」
と
い
っ
た
連
想
の
も
と
（「
火
｜
寒
気
」「
寒
｜
瘧
病
」、
以
上
『
類
船
集
』）、
「
夜ヨ
服ギ
｜
瘧
病
ヲコリヤミ
・
乳
母
メ
ノ
ト
・
産サン
所ジヨ
」（『
小
傘
』）
等
の
付
心
を
働
か
せ
た
か
。
と
す
れ
ば
、
当
句
は
「
病
の
子
」
の
ぬ
け
。
ま
た
、「
閨
｜
灯
」（
類
船
集
）
の
付
合
に
も
よ
る
か
。
前
句
で
火
を
か
き
た
て
た
人
物
を
、
子
を
懸
命
に
看
病
す
る
母
（
ま
た
は
乳
母
）
と
み
な
し
、
「
病
の
子
」
を
言
わ
ず
そ
の
様
子
ま
で
を
示
し
た
。
俳
言
は
「
二
三
度
」。
11
衾
に
は
千
束
の
文
の
名
の
見
へ
て
団
冬
（
衾
）、
恋
（
千
束
の
文
）。
【
語
注
】
衾
寝
る
時
や
病
床
に
あ
る
と
き
、
身
体
の
上
に
か
け
る
夜
具
。
こ
こ
は
、
恋
文
の
反
古
で
破
れ
を
継
い
だ
紙
衾
。「
寝
間
障
子
…
俗
用
衾
字
非
也
、
衾
者
寝
衣
之
類
」（『
和
漢
三
才
図
会
』）。「
暦
に
て
や
ぶ
れ
を
つ
づ
る
古
衾
」（『
新
増
犬
筑
波
集
』
寛
永
二
十
年
刊
）。
「
起
請
継
は
い
や
ぞ
あ
ら
ゆ
る
か
み
衾
政
信
」（『
崑
山
集
』
慶
安
四
年
刊
）。「
か
ぶ
り
て
や
根
篠
が
上
の
衾
雪
／
落
葉
衣
は
綴
る
と
も
な
し
」（『
正
章
千
句
』
慶
安
元
年
刊
）。
千
束
の
文
千
た
ば
の
多
く
の
恋
文
。「
か
か
る
事
を
師
直
に
云
ひ
懸
け
ら
れ
て
、
人
知
れ
ぬ
玉たま
札づさ
も
、
は
や
千
束
に
も
な
り
ぬ
ら
ん
と
覚
ゆ
る
ば
か
り
な
り
」（『
太
平
記
』
二
一
）。
【
解
釈
】
（
乳
飲
み
子
が
乳
を
あ
ま
し
て
い
る
）
そ
の
衾
に
は
、
人
妻
に
懸
想
す
る
、
千
束
の
恋
文
の
送
り
主
の
名
が
み
え
る
、
の
意
。
高
師
直
の
逸
話
に
よ
り
、「
小
夜
衣
」
↓
「
文
」。
た
だ
し
、「
小
夜
衣
」
と
「
衾
」
は
同
義
語
で
、
差
合
の
気
味
が
あ
る
。
な
お
、
団
水
に
、
「
襖
（
襖
障
子
）」
を
「
衾
」
と
表
記
し
た
用
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
参
考
「
こ
こ
の
千
話
文
何
と
か
く
へ
き
／
恋
衣
様
を
さ
し
た
る
小
夜
衣
西
鶴
」（『
独
吟
一
日
千
句
』
西
鶴
編
、
延
宝
三
年
四
月
自
序
）。
参
考
「
い
ろ
い
ろ
道
な
ら
ぬ
事
を
書
く
ど
き
て
、
千
束
お
く
り
け
る
に
、
返
し
も
な
く
て
、
或
時
さ
し
わ
た
し
て
、『
さ
な
き
だ
に
思
ひ
も
よ
ら
ざ
る
に
、
二
人
の
子
も
有
事
を
、
さ
も
し
き
御
こ
ゝ
ろ
ざ
し
』
と
、
恥
し
む
る
を
も
顧
ず
」（『
好
色
一
代
男
』
巻
二
の
三
）。
12
恋
よ
り
起
る
寺
の
屋
さ
か
し
鵬
雑
、
恋
（
恋
）。
【
解
釈
】
住
職
の
恋
が
旦
那
衆
に
ば
れ
て
、
そ
の
大
黒
を
探
す
寺
の
家
捜
し
が
は
じ
ま
っ
た
、
の
意
。「
文
」
↓
「
恋
」（「
恋
｜
を
く
る
文
」『
類
船
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集
』）
の
付
筋
に
よ
る
。「
寺
」
は
、「
千
束
の
文
」
↓
（
口
説
↓
功
徳
）
↓
「
寺
」（「
千
話
文
｜
功
徳
・
口
説
」『
類
船
集
』）
の
連
想
に
よ
る
か
。
襖
障
子
に
使
わ
れ
た
恋
文
の
反
古
に
そ
の
名
が
見
え
た
こ
と
か
ら
（
参
考
「
衾
｜
障
子
」「
反
故
｜
ふ
す
ま
障
子
」、
以
上
『
類
船
集
』。
参
考
「
襖
障
子
も
仮
名
文
の
反
故
張
、
上
書
悉
や
ぶ
り
し
は
、
わ
け
ら
し
く
見
え
て
」『
好
色
一
代
男
』
巻
二
の
三
）、
住
職
の
ふ
し
だ
ら
に
気
づ
い
た
檀
家
衆
が
、
寺
の
家
捜
し
を
始
め
た
の
で
あ
る
。『
好
色
一
代
女
』
巻
二
の
三
「
世
間
寺
大
黒
」
に
揶
揄
さ
れ
る
よ
う
に
、
寺
の
住
職
が
大
黒
を
隠
し
持
ち
、
そ
れ
を
責
め
ら
れ
る
の
は
世
間
の
常
。
以
下
の
よ
う
に
、『
西
鶴
独
吟
百
韻
自
註
絵
巻
』（
元
禄
五
年
頃
成
）
に
も
同
巧
の
句
が
あ
る
。
俳
言
は
「
屋
さ
か
し
」。
『
西
鶴
独
吟
百
韻
自
註
絵
巻
』
（
水
紅
ゐ
に
ぬ
る
む
明
き
寺
）
胞
衣
桶
の
首
尾
は
霞
に
顕
れ
て
（
西
鶴
自
注
）
此
程
世
に
う
た
ひ
け
る
、「
ぼ
ん
さ
ま
〳
〵
ち
と
た
し
な
ま
ん
せ
、
内
に
大
黒
の
な
い
か
な
ん
ど
の
や
う
に
」、
と
小
歌
の
ふ
し
の
ご
と
く
、
い
か
に
世
間
寺
な
れ
ば
と
て
、
魚
鳥
を
喰
ふ
の
み
か
、
見
事
な
者
を
し
の
び
抱
て
、
後
に
は
や
ゝ
う
ま
せ
け
る
事
、
旦
那
聞
付
、
傘
壱
本
に
し
て
追
出
さ
れ
し
。
是
は
見
ぐ
る
し
き
取
沙
汰
也
。
13
朝
ま
た
き
血ノリ
ひ
き
つ
ゝ
く
玉
鉾
に
団
雑
。
【
語
注
】
朝
ま
だ
き
朝
の
ま
だ
早
い
こ
ろ
。
早
朝
。
僧
侶
は
、
朝
の
勤
行
を
す
る
時
刻
で
あ
る
。「
朝
｜
勤
行
」（『
類
船
集
』）。
玉
鉾
（
道
に
か
か
る
枕
詞
「
た
ま
ぼ
こ
の
」
か
ら
転
じ
た
も
の
）
道
。
ま
た
は
道
中
。
こ
こ
は
「
血のり
」
と
「
法のり
」
が
掛
け
ら
れ
て
い
る
。「
法
の
道
」
は
、
仏
の
説
い
た
道
。
仏
道
。「
法
の
道
を
作
れ
る
石
橋
に
名
を
切
付
」（『
西
鶴
織
留
』
巻
五
の
一
）。「
今
も
弘
誓
の
櫓
拍
子
に
、
法
の
玉
鉾
ゑ
い
〳
〵
」（『
曾
根
崎
心
中
』）。
【
解
釈
】
本
来
な
ら
朝
の
勤
行
を
す
る
時
刻
で
あ
る
が
、
寺
を
追
い
出
さ
れ
た
住
職
の
血
が
、
そ
の
歩
ん
だ
道
に
点
々
と
つ
づ
い
て
い
る
、
の
意
。
「
寺
」
↓
（
法のり
）
↓
「
血のり
」（
参
考
「
血
｜
恋
文
」「
法
｜
恋
ノ
終ハテ
」、
以
上
『
小
傘
』）
の
付
筋
に
よ
る
。
恋
離
れ
。
家
捜
し
の
結
果
、
寺
を
文
字
通
り
た
た
き
出
さ
れ
た
住
職
が
、「
法
の
玉
鉾
」
で
は
な
く
、
自
ら
の
血
を
つ
け
た
「
血
の
玉
鉾
」
を
歩
む
と
は
と
ん
だ
こ
と
で
あ
る
と
言
い
、
女
犯
坊
主
を
揶
揄
し
た
。
俳
言
は
「
血ノリ
」。
14
無
理
な
る
神
を
い
は
ふ
秋
山
鵬
秋
（
秋
山
）。
【
解
釈
】
祝
う
の
は
無
理
な
神
で
あ
る
が
、
そ
の
神
を
代
わ
り
に
こ
と
ほ
い
で
238
く
れ
る
か
の
よ
う
に
、
紅
葉
が
散
り
敷
い
た
秋
山
で
あ
る
こ
と
よ
、
の
意
。「
朝
ま
だ
き
嵐
の
山
の
寒
け
れ
ば
紅
葉
の
錦
着
ぬ
人
ぞ
な
き
」
（
拾
遺
集
・
秋
・
二
一
〇
・
藤
原
公
任
）
に
よ
り
、「
朝
ま
だ
き
」
↓
（
紅
葉
）
↓
「
秋
山
」
と
連
想
し
、
前
句
の
「
血
」
を
、
散
り
敷
い
た
紅
葉
の
真
紅
に
見
か
え
た
。「
鉾
」
↓
（
祭
）
↓
「
山
の
神
」
（「
鉾
｜
祭
」「
祭
｜
山
の
神
」、
以
上
『
類
船
集
』）、
あ
る
い
は
、
「
血
」
↓
「
神
」「
山
」（「
血
｜
神
の
山
」『
小
傘
』）
の
付
筋
も
み
ら
れ
る
。「
無
理
な
る
神
」
の
指
す
と
こ
ろ
は
分
か
り
づ
ら
い
が
、
『
小
傘
』
に
あ
る
「
血
｜
神
の
山
」
の
付
合
が
、
血
の
穢
れ
を
忌
む
山
の
神
を
指
す
と
す
る
な
ら
（
参
考
「
房
枕
秋
の
寝
覚
の
物
狂
ひ
西
鶴
／
血
を
忌
給
ふ
御
社
の
月
賀
子
」『
蓮
実
』
元
禄
四
年
八
月
序
）、「
血
の
穢
れ
の
た
め
神
を
祝
う
の
は
無
理
で
あ
る
が
、
や
は
り
散
り
敷
い
た
紅
葉
が
幣
と
な
っ
て
神
を
祭
っ
て
く
れ
る
こ
と
だ
」
の
意
か
。
紅
葉
を
、
神
に
ま
く
「
幣
」
と
す
る
見
立
て
は
、「
こ
の
度
は
幣
も
取
り
あ
へ
ず
手
向
山
紅
葉
の
錦
神
の
ま
に
ま
に
」（
古
今
集
・
旅
・
四
二
〇
・
菅
原
道
真
）、「
竜
田
姫
た
む
く
る
神
の
あ
れ
ば
こ
そ
秋
の
木
の
葉
の
幣
と
ち
る
ら
め
」（
古
今
集
・
秋
下
・
二
九
八
・
兼
覧
王
）
な
ど
。
俳
言
は
「
無
理
」。
15
う
つ
れ
と
も
月
は
よ
こ
れ
ぬ
濁
酒
団
秋
（
月
、
濁
酒
）。
【
解
釈
】
映
っ
て
も
こ
の
澄
ん
だ
月
が
汚
れ
る
こ
と
は
な
い
か
ら
、
濁
酒
で
あ
っ
て
も
安
心
し
て
月
を
愛
で
る
こ
と
が
で
き
る
、
の
意
。「
秋
」
↓
「
月
」。「
秋
山
」
↓
（
紅
葉
）
↓
「
う
つ
る
」。
紅
葉
は
散
り
「
移
」
ろ
う
も
の
で
あ
る
が
、
濁
酒
と
は
い
え
、
そ
こ
に
「
映
」
っ
た
月
影
が
汚
れ
る
こ
と
は
な
い
と
言
い
、
さ
や
け
き
月
と
濁
り
酒
と
を
対
照
し
て
際
立
た
せ
た
。
参
考
「
竹
の
切
よ
に
さ
く
や
こ
の
は
な
／
ぬ
る
み
き
て
す
ま
す
濁
ら
す
水
の
月
西
鶴
」「
す
み
濁
る
を
や
秋
の
山
公
事
／
先
規
か
ら
見
及
び
候
谷
の
月
」（
以
上
、『
俳
諧
大
句
数
』
西
鶴
著
、
延
宝
五
年
五
月
自
序
）。
16
砧
を
し
ら
す
夷
の
風
俗
鵬
秋
（
砧
）。
【
語
注
】
砧
槌
で
布
を
打
っ
て
柔
ら
か
く
し
、
つ
や
を
出
す
た
め
に
用
い
た
、
木
や
石
の
台
。
ま
た
、
そ
れ
を
打
つ
こ
と
や
そ
の
音
を
も
い
う
。
「
さ
夜
更
け
て
砧
の
音
ぞ
た
ゆ
む
な
る
月
を
見
つ
つ
や
衣
打
つ
ら
ん
」（
千
載
集
・
秋
下
・
三
三
八
・
覚
性
）
な
ど
、「
月
」
と
と
も
に
詠
み
あ
わ
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。「
古
代
は
砧
・
虫
の
音
を
夜
分
に
せ
し
を
、
近
年
是
を
吟
味
し
て
用
ひ
ず
」（『
俳
諧
石
車
』
西
鶴
著
、
元
禄
四
年
刊
）。
夷
蝦
夷
。
北
海
道
、
樺
太
、
千
島
な
ど
を
総
称
し
た
古
名
。
西
鶴
は
、『
一
目
玉
鉾
』
巻
一
「
夷
千
嶋
」
に
、「
こ
さ
吹
て
曇
も
や
せ
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奥
の
夷
に
は
見
へ
じ
秋
の
よ
の
月
」
の
歌
を
あ
げ
、「
此
嶋
長
さ
百
三
十
里
、
横
十
五
里
。
是
よ
り
北
、
高
麗
へ
十
八
里
」
と
記
す
。
ま
た
、「
夷
の
風
俗
」
は
、「
和
国
の
風
俗
」（「
和
歌
者
本
朝
之
風
俗
也
」『
玄
々
集
』
能
因
序
）
と
対
照
し
た
表
現
。「
八
重
垣
の
歌
盗
人
や
く
く
る
ら
ん
／
和
国
の
風
俗
す
か
ぬ
闇
の
夜
」（『
珍
重
集
』
石
斎
編
、
延
宝
六
年
序
所
収
西
鶴
独
吟
百
韻
）、「
和
歌
は
和
国
の
風
俗
に
し
て
、
八
雲
立
御
国
の
神
代
の
む
か
し
よ
り
今
に
長
く
伝
て
」
（『
西
鶴
独
吟
百
韻
自
註
絵
巻
』
元
禄
四
年
成
）
な
ど
、
和
歌
を
「
和
国
の
風
俗
」
と
す
る
の
は
西
鶴
の
常
套
句
。
参
考
「
こ
よ
み
え
よ
ま
ず
春
を
し
ら
ま
じ
／
け
ふ
り
立
夷
が
千
島
の
初
や
い
と
」（『
大
坂
独
吟
集
』
宗
因
著
、
延
宝
三
年
刊
）。
【
解
釈
】
和
歌
は
和
国
の
風
俗
で
あ
る
が
、
そ
の
歌
語
の
「
砧
」
う
つ
こ
と
さ
え
知
ら
ぬ
、
鄙
び
た
夷
の
風
俗
で
あ
る
こ
と
だ
、
の
意
。
「
濁
酒
」
↓
（
髭
）
↓
「
夷
人
」（「
濁
酒
｜
髭
」「
髭
｜
夷
人
」、
以
上
『
類
船
集
』）
と
い
っ
た
連
想
に
、「
月
」
↓
「
砧
」（「
月
｜
砧
」
（「
砧
｜
月
の
下
」、
以
上
『
類
船
集
』）
の
正
風
の
付
物
を
あ
し
ら
う
。
ま
た
、「
よ
ご
れ
ぬ
」
に
「
砧
を
し
ら
ず
」
の
付
筋
も
み
ら
れ
る
（
参
考
「
一
二
年
秋
を
か
さ
ね
て
清
書
を
友
雪
／
か
や
う
に
よ
ご
す
衣
う
つ
お
と
西
鶴
」『
両
吟
一
日
千
句
』
延
宝
七
年
刊
）。
「
胡
沙
吹
か
ば
曇
り
も
ぞ
す
る
み
ち
の
く
の
蝦
夷
に
は
見
せ
じ
秋
の
夜
の
月
」（
夫
木
抄
・
巻
一
三
・
五
二
二
一
・
西
行
）
を
ふ
ま
え
、
秋
の
月
を
見
な
い
蝦
夷
で
は
、
月
の
下
で
砧
打
つ
こ
と
も
な
い
、
と
し
た
。
な
お
、『
懐
硯
』（
貞
享
四
年
序
）
序
文
に
、「
お
く
は
そ
と
の
浜
風
を
身
に
ふ
れ
、
こ
さ
ふ
く
夷
が
ほ
こ
り
に
も
ま
ぶ
れ
」
と
あ
る
よ
う
に
、
西
鶴
は
「
胡
沙
」
を
胡
地
の
砂
塵
と
み
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。「
濁
酒
」
と
の
対
照
に
よ
っ
て
さ
や
け
き
「
月
」
を
際
立
た
せ
た
前
句
の
さ
ま
を
和
国
の
風
俗
と
み
た
う
え
で
、
そ
ん
な
和
歌
の
こ
こ
ろ
を
知
ら
ぬ
夷
の
風
俗
と
言
い
、
句
全
体
を
さ
ら
に
対
照
し
て
覆
っ
た
。
前
句
と
付
句
の
こ
う
し
た
内
容
的
連
関
を
み
る
と
き
、「
濁
酒
｜
夷
」
は
、
単
な
る
詞
の
あ
し
ら
い
を
越
え
て
、
付
け
肌
の
調
和
の
作
用
を
含
ん
だ
移
り
を
担
う
要
素
と
し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
俳
言
は
「
風
俗
」。
参
考
「
入
海
三
里
の
気
色
、
夷
が
千
嶋
の
松
し
や
れ
て
（
中
略
）
か
ゝ
る
風
景
、
く
ら
べ
て
は
、
松
嶋
、
磯
で
も
あ
ら
ず
。
い
に
し
へ
の
歌
人
の
、
一
目
見
ば
、
残
す
べ
き
に
、
月
も
あ
た
ら
、
影
な
る
べ
し
と
」（『
諸
艶
大
鑑
』
巻
八
の
四
）。
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見
よ
か
ほ
に
よ
る
か
浮
木
の
花
一
つ
団
春
（
花
）。
【
語
注
】
見
よ
か
ほ
見
た
目
に
よ
い
顔
。
前
句
の
「
夷
」
を
七
福
神
の
「
恵
比
寿
」
と
見
て
、「
恵
比
寿
面
」
を
連
想
し
た
。「
恵
比
寿
面
」
は
、
え
び
す
神
の
顔
の
よ
う
に
、
に
こ
に
こ
し
て
い
る
顔
。
円
満
な
240
福
相
の
顔
。「
夷
は
事
代
主
の
命
に
て
、
漁
猟
を
つ
か
さ
ど
る
神
な
り
。
俗
に
ゑ
び
す
は
蛭
子
の
神
と
い
ふ
も
あ
や
ま
り
き
た
れ
り
」
（『
本
朝
智
恵
鑑
』
団
水
作
、
正
徳
三
年
刊
巻
二
の
四
）。
浮
木
の
花
仏
ま
た
は
仏
法
に
め
ぐ
り
あ
う
こ
と
の
難
し
さ
や
、
き
わ
め
て
ま
れ
な
こ
と
の
た
と
え
で
あ
る
、「
盲
亀
の
浮
木
」
お
よ
び
「
優
曇
華
の
花
」
を
つ
づ
め
た
表
現
。『
法
華
経
』
妙
荘
厳
王
本
事
品
に
、「
仏
ニ
ハ
値
ヒ
タ
テ
マ
ツ
ル
コ
ト
ヲ
得
ル
コ
ト
難
シ
。
優
曇
波
羅
華
ノ
如
ク
、
又
、
一
眼
ノ
亀
ノ
浮
木
ノ
孔
ニ
値
ヘ
ル
ガ
如
シ
」
と
あ
る
。「
か
し
こ
う
ぞ
長
生
き
し
て
、
こ
の
称
名
の
時
節
に
逢
ふ
事
、
盲
亀
の
浮
木
、
優
曇
華
の
、
花
待
ち
得
た
る
こ
こ
ち
し
て
」（
謡
曲
「
実
盛
」）。「
浮
木
の
亀
の
甲
は
指
の
ふ
し
二
つ
ば
か
り
も
あ
ま
つ
た
。
か
の
花
待
得
た
る
優
曇
く
ら
い
、
出
入
の
口
鼻
ま
て
も
、
あ
た
た
か
な
へ
そ
祝
ひ
を
す
る
さ
う
な
」（『
難
波
の
は
伊
勢
の
白
粉
』
西
鶴
作
、
元
禄
年
間
刊
）。
【
解
釈
】
（
恵
比
寿
の
よ
う
な
こ
の
）
見
よ
い
顔
に
寄
っ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
の
浮
木
の
枝
に
は
花
が
一
つ
つ
い
て
い
る
よ
、
の
意
。
前
句
の
「
夷
」
を
海
上
・
漁
業
の
神
の
恵
比
寿
と
み
て
、「
夷
」
↓
「
見
よ
か
ほ
」（
参
考
「
恵
比
須
｜
面
」『
小
傘
』）
と
付
け
、
海
に
浮
か
ぶ
「
浮
木
」
を
出
し
た
。
ま
た
、「
打
ち
し
砧
の
声
の
う
ち
、
開
く
る
法
の
花
心
、
菩
提
の
種
と
な
り
に
け
り
」（
謡
曲
「
砧
」）
等
を
念
頭
に
お
く
と
す
れ
ば
、「
恵
比
寿
は
神
で
あ
る
の
で
、
砧
打
つ
音
で
法
の
花
が
開
く
こ
と
な
ど
あ
り
は
し
な
い
が
、
そ
の
福
相
に
ひ
か
れ
て
浮
木
の
花
も
思
わ
ず
寄
り
つ
い
た
こ
と
だ
」、
の
意
か
。
花
の
定
座
。
参
考
「
花
に
あ
ふ
ぞ
浮
木
の
亀
の
一
万
句
良
徳
」（『
崑
山
集
』
慶
安
四
年
刊
）。
参
考
「
浮
木
に
も
咲
か
か
れ
る
や
花
の
波
重
吉
」（『
ゆ
め
み
草
』
明
暦
二
年
刊
）。
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金
魚
あ
つ
ま
る
舟
の
藤
波
鵬
春
（
藤
波
）。
【
語
注
】
金
魚
一
六
世
紀
初
め
輸
入
さ
れ
た
と
い
わ
れ
、
水
槽
ま
た
は
盆
池
で
次
第
に
飼
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
又
の
日
は
金
魚
を
生
舟
に
あ
つ
め
、
狂
言
を
さ
せ
け
る
が
」（『
好
色
盛
衰
記
』
巻
三
の
二
）。
藤
波
藤
の
花
房
。
長
く
垂
れ
た
藤
の
花
房
が
風
に
な
び
い
て
動
く
さ
ま
を
波
に
見
立
て
た
語
。
ま
た
、「
北
の
藤
波
」
と
い
え
ば
藤
原
北
家
を
指
し
、
そ
の
繁
栄
が
藤
の
花
に
寄
せ
て
多
く
和
歌
に
詠
ま
れ
た
。「
普
陀
落
の
南
の
岸
に
堂
建
て
て
今
ぞ
栄
え
む
北
の
藤
波
」
（
新
古
今
集
・
神
祇
・
一
八
五
四
）。
【
解
釈
】
舟
に
集
ま
っ
て
き
た
魚
は
ま
さ
に
金
魚
の
よ
う
、
寄
せ
る
波
は
藤
波
の
よ
う
に
美
し
い
、
の
意
。
前
句
の
「
浮
木
の
花
」
か
ら
、
仏
縁
に
よ
り
救
わ
れ
た
極
楽
浄
土
を
思
い
浮
か
べ
、「
金
魚
」（「
金
（
こ
が
ね
）
｜
仏
」「
金
銀
｜
浄
土
」、
以
上
『
類
船
集
』）、「
藤
波
」（「
普
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陀
落
…
き
た
の
藤
波
」『
連
珠
合
壁
集
』）
を
出
し
、
挙
句
を
め
で
た
く
巻
き
納
め
た
。「
浮
木
」
↓
「
舟
」（「
浮
木
ト
ア
ラ
バ
…
舟
」『
連
珠
合
壁
集
』）
を
あ
し
ら
う
。
な
お
、「
よ
る
」
と
「
魚
」「
舟
」
「
波
」
は
縁
語
（「
よ
る
｜
浪
・
船
・
淵
の
魚
」『
類
船
集
』）。
俳
言
は
「
金
魚
」。
参
考
「
鹿
子
揃
の
衣
装
川
浪
に
移
ろ
ひ
、
鯉
・
鮒
目
に
お
ど
ろ
き
て
、
自
然
と
金
魚
・
桜
魚
の
ご
と
し
」（『
浮
世
栄
花
一
代
男
』
元
禄
六
年
正
月
刊
巻
三
の
一
）。
参
考
「
唐
花
の
諸
木
、
五
色
の
玉
を
敷
て
、
金
鶏
の
は
な
ち
飼
、
金
魚
・
銀
魚
は
す
い
が
き
に
あ
そ
び
、
是
目
前
の
極
楽
」（『
浮
世
栄
花
一
代
男
』
巻
四
の
一
）。
＊
本
稿
は
、
平
成
二
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
若
手
研
究
（
Ｂ
））
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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